【 不完全主義と知的「素直さ」】

2009.03.12
大量のSeminar資料を作成したり、技術書への寄稿文を書いたりする機会が多い。「よくこれだけ、書けますね」とか「よくこれだけのデータを集めましたね」とかよく人に言われる。しかし、物書き以外は自分では大した苦労をしているつもりはない。プレゼン資料を作成する場合や、技術雑誌への寄稿文を書く時、資料が作れなかったり、文書が書けない人をよく観察すると、「その道では、可也レベルの高い人」にこの傾向が多い様に見受けられる。世間で言うと、「頭の良い人」である。この様な人の共通点は、「中々、着手しない点」にある様に感じる。頭の中で構成を考え、文書を考え、挿入する図等を考え、完璧な構成ができないと資料を作成しない。このやり方では、社会人の場合日々の実務・雑用に追われる中、何時までも着手できずに、結局は作成できないケースが普通である。そうすると、資料を作成する経験が増えないので、何時まで経っても同様な事を繰り返す。完全主義者でなくても、「レベルの高い資料を作りたい」と最初に考えてしまう人や、「下手な事を書くと馬鹿にされるのではないか？」と恐怖心と羞恥心に支配されやすい人も同様な傾向がある様に思う。もう一つの区分の人は、「納期間近にならないと始めない」人である。学生時代の一夜漬けの癖が抜けないのか、納期がせまり、切羽詰まって「取敢えず、約束を守る」ために資料を作る。実際には、この最後のケースの人が最も多い様に思われる。この手の人は、適当に出来合いの資料等を寄せ集め、資料を適当にまとめてしまうので、いろいろ調査をしたりはあまり行わない。これでは、資料はできてもレベルが上がっていく事は期待薄である。芥川賞や直木賞を取れる様な得意な才能を持つ人を除くと、その他の人の文書を作成したり、プレゼン資料を作成する能力に元々はそれ程大きな差はないと思う。しかし月日が経る中、「出来る人、出来ない人」に分かれる。適当にこなす多くの人はレベルが上がらない。完全を求めたり、羞恥心にさいなまれる人も経験不足から、上手くはならない。という事で結論としては、「時間の余裕を持って、先ずは書いてみる」そして、時間の許す限り気に入るまで何度も何度も推敲する。これでも、長年繰り返す事で、レベルは上がるが、最も重要なのは、それなりのレベルの人に「査読」を依頼し、コメントを貰い、フィードバックを掛けることである。また、文章の場合は「語彙の豊富さ」が必要であり、これはできるだけ多くの書籍を読むしかない。切羽詰まった時でなく、普段から「名文」にできるだけ多く触れる努力が必要である。プレゼンの資料も場合は、造形的なセンスが必要となってくる。これも二科展で賞を取る様な、超ハイレベルさえ望まなければ経験と努力で誰でも、それなりのレベルに到達できると思う。この様に、別に高い能力は必要なく必要なのは、「執着心」と「根性」と「素直さ」と「継続」だと思う。「自他共認める高い能力」や「羞恥心」、「計画性の無さ」、「執着心の無さ」、「不要なプライド」は阻害要因となる。先ずは、やってみて、修正を掛け、他人の意見を聴き、継続させる事が肝要である。更に、プレゼン資料の場合はその都度「新規」に作成するのでは、なくできるだけ「標準的」に使用できる物を作成するにはどうしたらよいか、常に考えている必要がある。これが、作成できれば「データベース」となり、何れはどんな長時間のプレゼンでも行う事ができる様になる。また、文章を書いたり、プレゼンをしたりする場合には、自分の知識範囲を広げて行かなければ「味のある、文章や資料を作成する」事は覚束ない。知識は、地道に努力していかないと身に付かないが、かと言って自分だけの努力では限界がある。先ずは、知識のある人の言葉に耳を傾ける事が重要である。とは言え、他人に聞いた内容のままでは録音機と何等区別がつかない。よって、自分のものにする努力が必要である。どんな知識でも、平面的なものではなく、人それぞれの解釈や時間の経過で変化する多次元的なものであると思う。だから、先ずは「有識者」の意見を「素直」にそのまま受け入れ、次の段階として今度は疑い「別の有識者」の意見素直に聞いてみる。世間では、この様な対応は「失礼」と考える節もあるが、中途半端な知識のまま終わらせる事は、逆に親切に教えてくれた人に対して「失礼」なのある。ある程度理解できる様になると、初期の「自分は何が分らないか、よく分からない状況」から逸脱し、「自分は何が分らないか、何を知らないのか、分かる」レベルになる。そのレベルになった時点では、自分の力で知識を探し出し、理解する努力が必要である。インターネットや書籍で十分知識は得られる。その内容を消化するのに、力不足だった場合には、また「有識者」の助言を求めればいいのである。この様に、今まで知らなかったジャンルの知識を得る場合には、先ずは「素直」に他人の言葉に耳を傾けることが重要である。生半可な知識しかないのに、「知ってる、知ってる」態度をしてしまうと、以後「知っても」人には、誰も何も教えてくれない。これは長期的に見て、多くの利益を喪失する結果にしかならない。つまらない、見栄は何の利益も生まない。先ず、自分が何を知らないのか？理解できるレベルに到達するために、「素直」になる事が重要である。分からない事が何か分かりさえすれば、8割方理解できたと同等である。　それに、文章の場合は、継続的に書いていないとレベルが上がらないので、この様な「駄文」でも羞恥心など、かなぐり捨て、どんどん書くことが重要だと思う。且つ、このホームページの様に他人の目に触れる所に書く事が重要なのである。
